
■特定非営利活動法人 いのちをバトンタッチする会 〒４７１-０８６８ 愛知県豊田市神田町１－８－８

■電話＆FAX 0５６５-31-4399   inochi.jugyou@inochi-baton.com https://inochi-baton.com 「いのちの授業 鈴木中人」で検索

みんなで、 広げよう！ “いのちの授業”

「いのちの授業」講師 ～ 鈴木 中人

〇児童、生徒、学生

「お母さん、お父さんより絶対早く死んではいけないと思った」

「いのちは、奇跡なんだ。一日一日を大切に生きていきたい」

「涙が止まりません…。友達や家族に、ありがとうと伝えたい」

1957年年愛知県生まれ。81年デンソー入社。92年、長女の小児が
ん発病を機に、小児がんの支援活動やいのちの授業に取り組む。
2005年、会社を早期退職して、いのちをバトンタッチする会を設立。

＜主な活動 2020.3現在＞
㈱ライフクリエイト研究所代表取締役、三重大学医学部非常勤講師
名古屋市立中央看護専門学校非常勤講師、名古屋医療センター研究
倫理委員、厚生労働省がん対策推進協議会委員 他

いのちの授業へのメッセージ

〇保護者

「子どもに伝えなければならい一番大切なことが、いのちだと
気づきました」

「小５の息子の手を握りながら涙を流しました。きっと息子も感じ
てくれたと思います」

「子どもも親も、ぜひみんなで『いのちの授業』を聴いてほしい」

〇社会人

「一番印象に残ったのは、使命＝限りある命をいかに使うか。そ
の言葉です。人として生きるための根っこを考させてもらった」

「本当に大切なことを、感動の中で気づきました。とてもすがす
がしい気分で一杯です。部下や家族にも話します」

「いのちの授業」は、６歳までの「いのち」を精いっぱい輝
かせた「小児がんの少女と家族の姿」を通じて、「いのち」
「家族」「生きる」をみつめます。

また、鈴木中人の実体験（看護、介護、早期退職・起業、社
会貢献活動等）を踏まえて、「働く」「良き医療・介護」など
を考えます。

いのちの教育、人権、いじめ・自殺対策、がん教育、患者家
族の思い、人間力・使命感などをテーマに、学校・PTA、医療
介護福祉、行政、企業などで開催されています。

心を揺さぶる感動の講演・セミナーとして、30万人を超
える方が参加されています。小学校道徳の教科書や医療
専門講座にもなっています。

また、小児がん支援の啓発（ゴールドリボン・いのちの授
業、がん教育支援）、定期購読誌「いのちびと」の発行、「い
のちの大会」「いのち寺子屋」の開催、本・絵本・講演録・DVD
の制作発行などにも取組んでいます。

みんなで、「いのち」をみつめてみませんか。
あなたと、あなたの大切な人の”幸せ”のために。

いのちのバトンタッチをテーマに、いのちの輝き、家族の絆、生き
る幸せ・働く喜び、良き医療などを全国に発信。



講演会の主催、賛助会員に入会、寄付、会報「いのちび
と」の定期購読・協賛など、ご厚情を賜れば幸いです。

まずは、サポーター申込書をFAXください。折り返して
事務局よりご連絡申し上げます。公式サイトからも申込で
きます。

「いのちの授業」を応援ください！

～ 「いのち授業」で届けたいメッセージ ～
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FAX 0565-31-4399  いのちをバトンタッチする会 メールでの申込先 inochi.jugyou＠inochi-baton.com

≪サポーター申込書≫ 

ご芳名 申込日＝　　　　年　　月　　日

ご住所 〒

電話等 電話　　　　　　　　　　　　　　FAX メール

区分 □入会(各1口以上) □寄　付　　　　　　　　　　円

  □特別賛助会員(議決権有)　入会金３万円×  口 ＋ 年会費３万円×　　口   ・　郵便振替口座00880-2-85294  いのちをバトンタッチする会

☑下さい   □法人賛助会員　　　　　　入会金1 万円×　口 ＋ 年会費１万円×　　口   ・　三菱UFJ銀行　豊田支店　普通4887719  

  □個人賛助会員　　　　　　入会金５千円×　口 ＋ 年会費５千円×　　口 　　 　特非）いのちをバトンタッチする会　理事鈴木中人　(スズキ　ナカト)

□講演会（60～120分）＆セミナー（半日～2日） □著書の購入（送料別）

  □いのちのバトンタッチ　　＝園児、小学生、中学生、一般向   □単行本「子どものための『いのちの授業』」（致知出版）　1300円＋税

  □いのちを大切にする心を育む　＝PTA、教職員研修、人権、いじめ・自殺対策向   □単行本「大人のための『いのちの授業』（致知出版社）　1200円＋税

  □がん教育を「いのち」学ぶ場に　＝教職員研修、医療研修向   □絵本「６さいのおよめさん」（文屋、サンクチュアリ出版）　1400円＋税

  □いのちと医療介護　　　＝医療介護研修、患者家族会、グリーフケア向 □定期購読誌「いのちびと」の購読（奇数月発行）

  □生きる幸せ、働く喜び　 ＝企業&組合研修、経営者セミナー向   □いのちに向き合う人の生き方などを通じて、生きる幸せをみつめる冊子　1500円/年

  □笑顔があれば、いのちは金メダル　 ＝生き方、学校、子育て、人権向 　□協賛サポータ　3万円＝6回/年×50冊/1回＝計300冊/年お届け、お名前を冊子に掲載


